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LLM の盲点：確率的なオウム
◼ 算数ができない

◼ ９x９の演算はOK

◼ 連立方程式？

◼ 論理的思考が苦手

◼ 三段論法、背理法？

◼ 経験でのみできるか？

◼ 生得的な知能はあるのか？

◼ 人間などは進化の産物

◼ 準備された学習

◼ 遺伝子に組み込まれた学習の本能

では、人間はどうか？



ヒトと確率的推論

◼ 人も確率的推論が苦手である

◼ ランダム性の錯誤もしやすい

◼ スティーブン・ピンカー(1954-)

◼ ハーバード大学の進化心理学者

◼ 「人間は合理性に反して、ある事象に明確な原因
があると断定することがある」



山田夫妻の子供：あらたな問い
◼ 質問3：山田夫妻には二人の子供がいる．そこで，「そのうちの一人は女

の子だ」と言ったとする．このとき，もう一人の子供が女の子である確率
はいくらか？ 根拠を示して説明せよ。
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乳がんの確率

•あなたは乳ガンの検査（マンモグラフィ）で陽性になった。
•この検査では、乳ガンになっている人を見つける正確さは９０％、
なっていない人を見つける正確さは９３％である。
•あなたが本当にガンである確率はいくつか？
•ただし、病気の発生確率は0.8％である。

•検査は90％近く正確なのだから、非常に可能性がある？？ （たい
ていの医者はこう答えた）

•本当か？



乳がんの確率

•女性が1000人いるとする。
•このうち８人がガンであり、かなり正確だが完ぺきではない検査によ
ると、７人が陽性になる。
•あとの992人はガンではないが、検査はこの人々にとっても正確でな
い。
•992人のうち、70人近くの人にも陽性という結果が出てしまう。
•これらは偽陽性である。
•さて、全体では77人が陽性となるが、そのなかで確かに陽性なのは
7人にすぎない。
•つまり、陽性になった女性のうち確かに陽性である可能性は１０％
程度しかない。



ランダム性の錯誤

◼ 前回のアンケートについて

•しかし答えはこの逆
•Aがランダムに生成した点列である
•Bは星座やヒカリムシの点滅の図である

こちらがランダムこちらが星座・ヒカリムシ



ランダム性の錯誤

◼ ポアソン分布の認識誤謬
◼ 第二次大戦におけるロンドンへの爆撃

◼ ギャンブラーの誤謬（公平なサイコロを10回振ったとき、
1111111111と5462534351のどちらがでやすいか？）

◼ ホットハンドの誤謬
◼ 実はあった？？？



落雷の確率

•明日の火曜日： 確率0.03
•明後日の水曜日： 0.97x0.03
•その次の木曜日：0.97x0.97x0.03
•確率は指数関数的に減っていく



株の値動き

DとFは実際の株価チャート

Dは1970年代の株価推移
Fは1980年代最初の1000日
間の株価変動

それ以外はコンピュータ
がランダムに生成した偽の
チャート

テクニカル分析の難しさ!!



一億円のチャンス

◼ 理性的で公平的なヒトであれば。。。
◼ 1/20の確率で当たりのでるサイコロを振って当たれば返送する。
はずれれば返送しない。

なぜそうしなかったのかを考えてみよう。
LLMではどうしただろうか？



強いAI v.s. 弱いAI

◼ 強いAI 汎用型AI

◼ 弱いＡＩ 特化型AI

◼ 強いAIに必要なもの
◼ 意識、「クオリア」を持つ

◼ 身体性

◼ クオリアのなぞ
◼ 逆転クオリア 赤と緑が逆の人

◼ 哲学的ゾンビ 細胞まで同じだが全くクオリアがない、同じように
笑い・泣く。



モラベックのパラドクス
◼ 人工知能は実現可能か？

◼ Easy

◼ 数学的思考や論理的思考など

◼ 専門的で高度な推論

◼ Hard

◼ 幼児でも身に付けているような知覚

◼ 運動の能力を獲得

◼ AIに仕事を奪われるのは？

◼ ブルーカラー v.s. ホワイトカラー

Hans Peter Moravec (1948-)
アメリカの機械工学者、未来
学者、トランスヒューマニスト。
カーネギーメロン大学教授。

Why ChatGP???



◼ ユヴァル・ノア・ハラリ

◼ アルゴリズムによる支配を予測

◼ Chat-GPT???

◼ Future of Life Institute

◼ 強力なAIシステムの開発を少なくとも6か月間停止する要求を発表

◼ イーロン・マスク、スティーブ・ウォズアック、ヨシュア・ベンジオ

◼ ジェフリー・ヒントン
◼ NNの２度の冬を越えた英雄

◼ Deep LearningのGod Father

◼ 2023年4月 Googleを退社

◼ 「気兼ねなくAIの危険性を語るため」

AI実現への批判：
人類に代わるもの



Last words:...
◼ LLM for metaheuristics

◼ Automatic program generation by LLM

◼ GP augmented with LLM

◼ Metaheuristics for LLM

◼ Genetic prompt engineering

◼ Prompt learning by means of metaheuristics

伊庭研の研究テーマの１つ
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